
6.7　定積分と不定積分
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定理 実数 a と b とが属すある区間において関数 f が連続であるとき，
∫
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f(x)dx =

[∫
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　この定理は，不定積分から定積分を計算するために微分積分の基本定理を述

べ直したものである．
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　このように，定積分の計算において不定積分の積分定数 C は相殺されて消

えてしまうので，積分定数は定積分の計算結果に影響しない．なので，定積分

の計算において，普通は不定積分の積分定数を省略する．
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定積分の計算では不定積分の積分定数を省いてよい．
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∫

(y2 − 3y+2)dy =
1
3
y3 − 3

1
2
y2 +2y+C =

1
3
y3 − 3

2
y2 +2y+C .
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∫

2

−1
(y2 − 3y+2)dy =

[

1
3
y3 − 3

2
y2 +2y

]2

−1

=
8
3
− 6+ 4−

(

−1
3
− 3

2
− 2

)

=
9
2

. 終
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√
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1√
3
+ tan−1

√
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